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宇宙開発計画（昭和61年3月12日決定）

の見直しに関する要望事項
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科学技術庁

1　観測の分野の開発計画

（1）　海洋観測衛星1号一b（MOS－1b）の開発

　　海洋面の色及び温度を中心とした海洋現象の観測を継続して行う

　とともに、地球観測のための人工衛星に共通な技術の確立を図るこ

　とを目的とする海洋観測衛星1号一b（MOS－1b）について、海

　洋観測衛星1号（MOS－1）の開発成果及び予備用H－1ロケッ

　ト（2段式）試験機を活用して、昭和63年度に打ち上げることを目

　標に開発に着手したい。

（2）二期静止気象衛星の調査研究’

　　静止気象衛星3号（GMS－3）の運用状況にかんがみ、静止気

　象衛星4号（GMS－4）に続く次期静止気象衛星について、早期

　開発に対応できるよう所要の調査研究に着手したい。
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H　宇宙実験の分野の開発計画

（1）　第一次材料実験（FMPT）の開発

　　昭和62年度に実施することを目標に開発を進めてきた第一次材

　料実験（FMPT）については、昭和61年ユ月のスペースシャトル

　チャレンジャー号の事故の影響により、実施時期の遅延が予想され

　ているが、可能な限り早期に実施できるよう米国と調整を行うとと

　もに、引き続き実験システムの開発を進めたい。

（2）　国際微小重力実験室（IML）計画参加のための開発研究

　　宇宙基地における実験に必要な微小重力環境の利用技術の蓄積を

　図るため、第一次材料実験（FMPT）に引き続き、米国の国際微

　小重力実験室（IML）計画に参加して材料実験等を実施すること

　を目的として、これまでの第一次材料実験に係る実験システムの開

　発及び次期宇宙実験の研究の成果を踏まえて、搭載実験装置等の開

　発研究に着手したい。

（3）　技術試験フリーフライヤ（ETF）の開発

　　増大かっ多様化する微小重力環境利用ニーズ等に自主的に対応す

　るため・皿宇宙基地の分野の開発計画（2）において要望する技術

　試験フリーフライヤ（ETF）の開発に着手したい。
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m　宇笛基地の分野の開発計画

（1）　宇宙基地取付け型実験モジュール（JEM）の開発

　　宇宙基地計画について、開発段階以降（フェーズC／D／E）に

　参加するため、これまでの開発研究の成果を踏まえて、昭和69年

　度に打ち上げることを目標に宇宙基地取付け型実験モジュール

　（JEM）の開発に着手したい。

（2）　技術試験フリーフライヤ（ETF）の開発

　　増大かっ多様化する微小重力環境利用』一ズ等に自主的に対処す

　るとともに、宇宙基地取付け型実験モジュール（JEM）の信頼性

　の向上及びフリーフライヤ、プラットフォーム等に関する基盤技術

　の確立を図ることを目的とする技術試験フリーフライヤ（E↑F）

　について、これまでの研究の成果を踏まえて、昭和67年度にH一

　　皿ロケットにより打ち上げることを目標に開発に着手したい。

（3）米・欧の極軌道プラットフ才一ム計画参加のための研究

　　宇宙基地計画の一一環として米欧が提唱している極軌道プラットフォ

　ーム計画への参加について検討するため、これまでの調査検討の成

　果を踏まえて、搭載観測機器等に関する所要の研究に着手したい。

（2）　集光型太陽熱発電技術の研究

　　　将来の宇宙基地等における大電力需要に対処するため、「太陽光

　　を集めて熱機関により発電する集光型太陽熱発電方式」に関する技

　　術について所要の研究に着手したい。
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IV　人工衛星系共通技術の分野の開発計画

（1）　技術試験衛星VI型（ETS－mの開発

　　H－Irロケット試験機の性能を確認するとともに、1990年代

　における実用衛星の開発に必要な大型静止三軸衛星バス技術の確立

　を図り、併せて、衛星による固定通信及び移動体通信並びに衛星問

　通信に関する高度の衛星通信のための技術開発及びその実験を行う

　ことを目的とする技術試験衛星VI型（ETS－mについて、これ

　までの開発研究の成果を踏まえて、昭和67年度に打ち上げること・

　を目標に開発に着手したい。

（2）　宇宙用部品・材料の耐放射線性評価の研究’

　　宇宙用部品・材料の開発に資するため、人工衛星等で用いられ

　る半導体素子・センサ、電気部品、材料等について、宇宙放射線

　を模擬したイオン照射による耐放射線性評価技術及び損傷機構の

　研究に着手したい。

V輸送系技術の分野の開発計画

（1）　H－1回ケットの開発

　　地球蜂源衛星1号（ERS－1）を昭和65年度に打ち上げるこ

　とを目標に、H－1回ケット（2段式）5号機の開発に着手したい。

　　また、放送衛星3号一b（BS－3b）を昭和66年度に打ち上げ

　ることを目標にH－1回ケッ．ト（3段式）6号機の開発に着手したい。
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（2）　軌道間輸送機（OTV）の研究

　　将来の宇宙通信等の分野において大きな役割を担うと考えられる

　静止プラットフ才一ムの、低高度軌道から静止軌道への輸送等に必

　要となる軌道間輸送機（OTV）について、これまでの調査検討の

　成果を踏まえて、所要の研究に着手したい。

（3）次期追跡管制システムの研究

　　データ中継・追跡管制衛星を用いた追跡管制、宇宙基地取付け型

　実験モジェー・ル（JEM）等の運用管制、　H－IIロケットによる複

　数衛星の剛寺打上げ等に対処可能な次期追跡管制システムについて、

　，これまでの調査検討の成果を踏まえて、所要φ研究に着手したい。

（3）宇宙往還輸送技術に関する研究

　　将来の宇宙往還輸送技術に関する研究の一環として水平離着陸方

　式の宇宙往環機に必要なエアブリージング推進技術等の要素技術に

　関する研究に着手したい。

Vl　施設の整備

（1）H一皿・ケット打上げ射点施設設備の整備

　　H－Hロケットの打上げ射点施設設備について、これまでのH一

　皿回ケットの開発のために必要な試験設備の整i備を踏まえて、昭和

　66年度にH一皿ロケット試験機1号機を打ち上げることを目標に

　整備に着手したい。

W　宇宙基地計画総合プロジェクトの推進

　　宇宙基地計画は、宇宙基地本体、共軌道プラットフォーム、極軌道

　プラットフォーム及び軌道上作業機等を整備することによって、宇宙

　実験等宇宙環境利用という新分野の開拓、衛星等の組立、修理、補給

　の実現、長期にわたる地球及び天体の観測への適用等新たな宇宙活動

　を行うための基盤を構築することを目的とするものであり、宇宙基地

　の構成要素の開発をはじめとして、宇宙実験の分野の技術開発も含め、

　広範な技術開発を推進する必要がある。

　　このようなことから、宇宙基地計画については、総合プロジェクト

　として推進する必要があり、このため、民間企業、大学、国立試験研

　究機関等の人材を結集した宇宙基地計画総合プロジェクトセンターを

　設置する等、実施体制の整備に着手したい。

（2）ダウンレンジ船舶局の整備

　　地球資源衛星1号（ERS－1）の打上げに係るロケットテレメ

　ータ受信等を実施するためのダウンレンジ船舶局について、これま

　での調査検討の成果を踏まえて、昭和65年度の打上げ時に運用す

　ることを目標に整備に着手したい。
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文部省 通商産業省

1．第14号科学衛星（SOLAR－A》の開発について

　次期太陽活動極大期に、軟X線・硬X線の望還鏡により、広い波長

徽で太陽フレアの謝度画通暁をボ日米協力により行うことを目

的とする第14号科学衛星（SO：LAR一・A）を、　M－3S皿型ロケ

　ヅトにより、昭和66年度に打ち上げることを目標に弓昭和62年度

から開発に着手したい。

1．無人宇宙実験システム（フリーフライヤー）の開発について

　無人宇宙実験システム（フリーフライヤー）は・宇宙の微小重力環境を利

用した、エレクトロニクス、バイオテクノロジー、・新索材等の先端産業技術

開発に資する実験簿に供せられる再使用可能な共通施設であって、スペース

シャトルにより昭和67年度に打ち上げることを1ヨ標に・昭和62年度から

開発に巷手したい。　　　　　　’

／

2．小型宇宙プラットフォームの開発について

　小型宇宙プラットフォームは、理工学実験、天文観測等多様な運用

　に供せられる再使用可能な共通施設であって、スペースシャトルによ

　り、昭和67年度に打ち上げることを目標に、昭和62年度から開発

　に：着手したい。

2．地球観測用極軌道ブラットフォ」・ムへめ播載等に供するセンサ等の研究について

　　欧米において計画されている地球観測用極軌道プラットフォームへの俗載等の拒

め、資源探査に資する将来型センサ等の研究に着手したい。

3．粒子加速装置を用いた宇宙科学実験（SEPAC）について

　　粒子加速装置を用いた宇宙科学実験（SEPAC）は、プラズマ及

び電子ビームを放射することにより、オーロラの発光機構、プラズマ

　中の：荷電粒子の運動及び電磁波動の励起等を解明することを目的とす

　るもので、スペースシャトルを利用して再実験を行うことを目標に引

　き続きその準備を進める。
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運輸省 郵政省

●

静止宰象衛星5号（GMS・一5）の調査研究比ついて

　静止気象衛星は、我が国及び諸外国の気象業務の改善に資するものであり、

ミッション機能の充実、長琴命化、信頼性向上、コスト低減化等技術の開発の

ための静止気象衛星5号について、開発着手に対応するため、昭和62年度に

：所要の調査研究を行うべく要望する。

　調査研究においては、多方面からの検討を進め、5号衛星の最も対黄用効果

め高い開発方策を確立することをあわせて要望する。

1　自主技術による宇宙開発について

　我が国における自主技術によろ宇宙開発に資するζともに実利用に供

することを目的とする人工衛星については、十分な信頼性及び利用の継

続性の確保並びに利用機関の経黄負担の軽減について十分な配慮を行う。

　　また、H－1ロケット等打上げロケ・ントについても、諸外国のロケッ

　ト打上げ失敗の事例に鑑み、信頼性の確保について配慮を行う。

2　技術試験衛星W型（ETS一「四）について

　　固定通信及び移動休通信並びに衛星間通信に関する高度の衛星通信の

　ための技術開発及びその実験を行うことを目的とする技術試験衛星Vl型

　（ETS－VDについて、昭和67年度に打ち上げることを目標に、酬

要の開発を行う。　　　　・

　　また》搭載通信実験機器の開発にNTTの参加が円滑に進められるよ

　う配慮する。

3　複合衛星について

　　衛星通信、データ中継等の異なるミッションの複合化による経済的な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
衛星システムについて研究を行う。
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4　放送衛星技術に関する研究について

　将来の醸化・多靴する放送需要ここ対処するために必要となる放送

衛星醐し・高度な技術擁立するため高出力中継器渤臓放送鷹

技術の研究剛し・それら族言正す磯会を提供することについて一卜分

な配慮を行う。

●
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